
 

１ 策定経過 

 

時期 内容 

令和３年 ８月 ・第１回検討委員会（８月６日） 

９月  

１０月 
・第２回検討委員会（10 月 28 日） 

・庁内協議（１回目） 

１１月 ・国事前協議 

１２月 

・第３回検討委員会（12 月 23 日） 

・市町村事前協議 

・庁内協議（２回目） 

令和４年 １月 ・パブリックコメント（１月 27 日～2 月 9 日） 

２月 
・国協議、同意 

・市町村協議 

３月 
・庁議 

・策定、公表 

  



 

２ 検討委員会について 

・策定にあたって、検討委員会を設置し、学識経験者や関連業界団体の代表者から幅広く

意見を頂きました。 
 

山梨県住生活基本計画検討委員会 委員名簿 
※敬称略 

所  属 役  職 氏  名 

山梨県居住支援協議会 会長 長田 満 

山梨県立大学大学院 

看護学研究科 

特任教授・ 

名誉教授 
佐藤 悦子 

山梨大学大学院 

総合研究部教育学域人間科学系 
教授 田中 勝 

山梨大学大学院 

総合研究部工学域土木環境工学系 
准教授 秦 康範 

山梨県建築士会 女性部長 松浦 芳恵 

 
検討委員会 開催概要 

 日時・会場 議題 

第１回 

令和３年 ８月 ６日（金） 

午前１０時～１２時 

（ぴゅあ総合 小研修室１） 

山梨県の現行計画とその達成状況 

山梨県における住宅事情・社会経済情勢の概況 

全国計画（改定）と県計画の改定に向けた課題と方向性 

第２回 

令和３年１０月２８日（木） 

午前１０時～１２時 

（山梨県庁 防災新館３０３会議室） 

山梨県住生活基本計画の内容検討 

 （１）目標と基本的な施策 

 （２）一体的に策定する住宅関係の計画 

第３回 

令和３年１２月２３日（金） 

午前１０時～１２時 

（ぴゅあ総合 小研修室１） 

山梨県住生活基本計画（素案）の検討 

 （１）本文 

 （２）成果指標、公営住宅の供給目標量の考え方 
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